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研究の背景・目的 
１．ハダカイワシ類は、表層から 1000ｍ以深まで広く分布し、生物量もたいへんに多いため、海

の物質循環の中では重要な役割を果たしている。 

２．ハダカイワシ類の生態を明らかにしていくには、これまで蓄えられてきた調査資料を一括し

て管理、また分析できるシステムを作る必要がある。 

 

研究成果 
１．中層トロール網調査の資料と、関連する文献などを利用して、リレーショナルデータベース

を作った。 

２．深度、水温、および塩分などの環境条件から、その環境に分布する可能性があるハダカイ

ワシの種類を推定できるようになった。 

 

波及効果 
１．データの登録・削除・編集が手早くできるため、ほかの魚類のデータベースも簡単に作れ

る。 

２．誰もがこのデータベースを利用できるよう、フリーのソフトウェアとして公開を予定している。  
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